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研究成果概要 

 これまでの観測結果から、光電子増倍管（PMT）のゲインが時間とともに増加している傾向にあるこ
とは既に知られていて、全PMTを使った平均のゲイン増加分で電荷を補正してきた。２８年度に行われ
た詳細な調査で、ゲインの増加率はPMTが生産された年によって異なることが判明した。図にPMTのゲイ
ン増加率を示す。各色はPMTの生産された年を表している。新しいPMTほどゲインの増加率が大きく、最
も新しく生産されたPMTは、SK1から使われているもののおよそ2倍になっている。スーパーカミオカン
デでは、ゲインにおいて上下の非対称性があるのだが、これは耐水圧を考慮して古いPMTほどタンク上
部に配置しているためだと理解できる。年代別にPMTのゲインを補正することにより、データとMCがよ
り一致することが期待される。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ PMTゲインの時間変化。色は生産された年代を示す。 
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